
広報WARABI ● 平成30年４月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ３月１日現在人口：74,455人 前月比    －91人
 　　　　　　　　　   男 37,828人　女 36,627人
　　　　　　　　　 世帯数：38,199
　　　　　　　　　 人口密度：14,570人／km２

2018/平成30年
わらび・806

～今月の特集～
 ◦新年度予算
 ◦錦町スポーツ広場
 　　リニューアルオープン！

“わくわく”が
　　 満開の春が来た
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平
成
30
年
度
　

蕨
市
の
予
算

　

平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
こ
で
今
月
は
２
㌻
か
ら
９
㌻
ま
で
に
わ
た
り
、

新
年
度
予
算
の
概
要
と
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
２
、
３
㌻
で
は
、
賴
髙
英
雄

蕨
市
長
に
新
年
度
の
予
算
編
成
や
市
政
運
営
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

賴
より

髙
たか

 英
ひで

雄
お

 蕨市長

ト
を
進
め
る
、｢

未
来
へ
の
前
進｣

を
予
算
編
成
の
特
徴
と
し
ま
し
た
。

▼
３
つ
の
基
本
方
向
に

　
　
　
　
　
　

沿
っ
た
重
点
事
業

①
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち

市
長　

公
共
施
設
の
耐
震
化
事
業
と

し
て
、
錦
町
児
童
館
と
図
書
館
の
耐

震
化
工
事
、
消
防
署
分
署
の
建
替
え

設
計
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
１
年
前

倒
し
と
な
っ
た
蕨
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア

設
置
に
つ
い
て
は
、
県
と
と
も
に
Ｊ

Ｒ
東
日
本
へ
補
助
を
行
い
、
早
期
設

─
30
年
度
の
予
算
編
成
の
考
え
方
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

30
年
度
は
こ
れ
ま
で
進
め
て

き
た｢

あ
っ
た
か
市
政
」
の
成
果
の

上
に
立
ち
、
未
来
へ
の
更
な
る
前
進

に
向
け
て
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
を
最
大
の
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
考
え
に
基
づ
き
、
安

全
安
心
、
に
ぎ
わ
い
、
み
ん
な
に
あ

た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
基

本
方
向
に
沿
っ
た
重
点
事
業
と
、
蕨

の
未
来
に
向
け
た
３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち
　
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
の
実
現
へ

平成30年度予算の特徴：「未来への前進」
▶３つの基本方向に沿った重点事業
　◇ 安全で安心できるまち
　◇ にぎわいあふれる元気なまち
　◇ みんなにあたたかく
　　　　　　だれもが住みやすいまち

▶未来に向けた３大プロジェクト
　◇ 超高齢社会への対応
　◇ 蕨駅西口再開発
　◇ 市庁舎の建替え

蕨の「未来への前進｣に向けて 全力で市政運営
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新年度予算：市長インタビュー

年
度
に
は
審
議
会
を
設
置
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

新
庁
舎
建
設
の
骨
格
と
な
る
基
本
理

念
や
庁
舎
の
規
模
、
機
能
な
ど
を
ま

と
め
た
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

─
30
年
度
の
市
政
運
営
に
取
り
組
む

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

超
高
齢
化
や
人
口
減
少
社
会

の
進
展
、
首
都
直
下
地
震
へ
の
対
応

な
ど
日
本
全
体
が
大
き
な
課
題
に
直

面
す
る
な
か
、
歴
史
・
文
化
の
豊
か

さ
と
利
便
性
の
高
さ
、
そ
し
て
優
れ

た
地
域
力
を
持
つ
蕨
は
、
こ
う
し
た

課
題
を
乗
り
越
え
る
力
が
あ
り
ま
す
。

30
年
度
も
市
長
と
し
て
、
７
万
４
０

０
０
市
民
の
幸
せ
、
更
に
は
未
来
を

見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
進
め
、
全
国
に
誇
れ
る
日
本

一
住
み
や
す
い
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

蕨
の
実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
モ
デ
ル
事
業
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
支
援

事
業
に
よ
り
、
超
高
齢
社
会
を
見
据

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
前
進
さ
せ
ま
す
。

②
蕨
駅
西
口
再
開
発

市
長　

蕨
駅
西
口
再
開
発
は
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
市
民
の
利
便

性
の
向
上
、
選
ば
れ
る
都
市
づ
く
り

の
核
と
な
る
事
業
で
す
。
準
備
組
合

が
事
業
計
画
の
作
成
に
取
り
か
か
る

30
年
度
は
、
市
と
し
て
作
成
に
対
す

る
補
助
を
行
う
と
と
も
に
、
都
市
計

画
の
変
更
手
続
き
を
進
め
る
ほ
か
、

再
開
発
内
で
整
備
を
す
る
公
共
公
益

施
設
の
基
本
的
な
方
針
を
策
定
す
る

な
ど
、
事
業
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
市
庁
舎
の
建
替
え

市
長　

現
在
地
で
の
建
替
え
を
基
本

と
す
る
基
本
方
針
を
決
定
し
た
市
庁

舎
の
耐
震
化
整
備
に
つ
い
て
は
、
30

め
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
増
員
に
よ
る
小
学
校

の
外
国
語
教
育
の
充
実
、
市
内
４
か

所
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備

に
向
け
た
支
援
、
市
立
病
院
の
将
来

構
想
の
策
定
に
取
り
組
み
、
み
ん
な

に
あ
た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
を
更
に

推
進
し
ま
す
。
国
保
広
域
化
へ
の
対

応
に
つ
い
て
も
市
民
の
暮
ら
し
や
健

康
を
守
る
立
場
か
ら
、
30
年
度
は
国

保
税
を
据
え
置
く
決
断
を
し
ま
し
た
。

▼
未
来
に
向
け
た

　
　
　
　
　

３
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

①
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応　

市
長　

団
塊
世
代
が
75
歳
を
迎
え
る

２
０
２
５
年
が
迫
る
な
か
、
引
き
続

き
、健
康
寿
命
の
延
伸
、地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
高
齢
者
の
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
加
と
い
う
３
つ
の

柱
に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
ま
す
。
従

来
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
た
健
康

長
寿
蕨
市
モ
デ
ル
事
業
の
ほ
か
、
地

置
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
救
命
率
向
上
に
向

け
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
街
な
か
Ａ
Ｅ
Ｄ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

②
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち

市
長　

双ふ
た

子こ

織お
り

や
河か
わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

、
わ
ら

び
り
ん
ご
を
は
じ
め
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
蕨
ブ
ラ
ン
ド
の
取
り
組
み

な
ど
に
よ
り
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
す
る
ほ
か
、
観
光
事
業
と

し
て
わ
ら
て
つ
ま
つ
り
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大
に
開
催
し
た
市

民
音
楽
祭
を
更
に
発
展
さ
せ
、
ま
ち

の
に
ぎ
わ
い
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

③
み
ん
な
に
あ
た
た
か
く　

　
　

だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち

市
長　

小
規
模
保
育
園
３
園
の
増
設
、

保
育
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の

配
置
と
い
っ
た
子
育
て
支
援
を
は
じ

健康寿命の延伸や地域包括ケアシステム
の構築、元気なシニアのまちづくりへの
いっそうの参加といった３つの柱に沿っ
て取り組みを進め、超高齢社会を見据え
たまちづくりを更に前進させていきます

子育て支援や教育に力を入れ、昨年の市
民意識調査では市政に対する満足度にお
いて子育て支援が第２位になりました。
人口減少社会が進展するなか、今後も子
育て世代に優しい環境づくりを進めます

蕨の「未来への前進｣に向けて
Interview

賴髙 英雄
蕨市長
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６
つ
の
柱
で
推
進

蕨
の
ま
ち
づ
く
り

安全で安心して
　　　暮らせるまち

１ 　

４
㌻
か
ら
７
㌻
ま
で
は
、
新
年
度
の
主
な
事
業
を
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

｢
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

主な事業とその予算

◇新庁舎建設基本構想・基本計画の策定……1,347万円
　→�市庁舎の耐震化整備は、29年度に現在地での建替えを

基本とする基本方針を決定。30年度は、新庁舎建設の
骨格となる基本理念や庁舎の規模、機能などをまとめ
た「新庁舎建設基本構想・基本計画」を策定します

◇消防署塚越分署の整備 ………………………3,889万円
　→�現在地での建替えに向け、工事の設計などを行います

◇公共施設の耐震化の推進……………………8,284万円
　→�錦町児童館（4,780万円）と図書館（2,590万円）の耐震

補強工事、市営住宅２棟（914万円）の耐震診断を実施

◇自主防災会へのスタンドパイプ配備・備品等………
　……………………………………………………837万円
　→�13の自主防災会へスタンドパイプを配備。これに伴い、

全ての自主防災会に配備されることになります

◇街なかＡＥＤステーション事業………………107万円
　→�24時間営業をしている市内のコンビニエンスストアと

ガソリンスタンドにＡＥＤを設置します

　現在地での建替え設計と一時移転先の市民公園管理棟内
の整備を実施。分署の解体・建設工事は来年度に実施予定。

市
庁
舎
の
建
替
え
は
蕨
の
将
来
に
か
か
る
一
大
事
業

　

市
庁
舎
は
市
民
が
よ
く

訪
れ
る
場
所
で
あ
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
そ
の

対
応
の
拠
点
と
な
る
重
要

な
施
設
で
す
。
そ
う
し
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
実
利
面

を
重
視
し
つ
つ
、
将
来
に

わ
た
っ
て
、
多
く
の
人
に

親
し
ま
れ
る
新
庁
舎
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

市民に親しまれる新庁舎を

飯
いい

川
かわ

 有
ゆう

宜
き

さん
中央２丁目・40歳

声期待の

▶消防署塚越分署
▼市民公園管理棟

消防署塚越分署の整備

　突然の心肺停止の際に使
用するＡＥＤ（自動体外式
除細動器）を市内で24時間
営業を行うコンビニエンス
ストアとガソリンスタンド
に設置し、救命率向上につ
なげていきます（操作方法
を学べる救命講習会の日程
は15㌻をご参照ください）。

平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33～35年度

基本構想・
基本計画 基本設計 実施設計

仮設庁舎建設等
建設工事
（解体含む）

※蕨市庁舎耐震化整備基本方針より抜粋

市庁舎整備の想定スケジュール

街なか
AEDステーション〈 〉
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豊
か
な
個
性
を
育
み

　
子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

※４㌻～７㌻に掲載している「主な事業とその予算」の金額は１万円未満を切り捨てにしています

１　子どもたちの笑顔が広がるまちに
２　�保育・子育てに関する相談支援体
制の拡充に向け、コンシェルジュ
を市役所２階児童福祉課へ配置

３　�外国語指導助手（ALT）を増員し、
外国語教育の充実を図ります

４　�引き続き、35人程度学級を実施

（左上から時計回り）サンロード保育園（塚越１丁目）、サン
ロード保育園の園内の様子、つかさ保育園蕨市わらび第二園
（錦町６丁目）、キッズフィールドわらび北町園（北町１丁目）

　待機児童の解消に向けて、29年度に小規模保育園
の開設事業者の公募を行い、４月から３園開設され
ることになりました（定員は３園合わせて53人）。

　

現
在
１
歳
の
子
が
い
て

育
休
中
で
す
。
保
育
園
の

利
用
な
ど
を
相
談
で
き
る

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
い
る

と
心
強
い
で
す
ね
。
保
育

園
も
増
え
、
ソ
フ
ト
と
ハ

ー
ド
の
両
面
で
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今

後
も
更
な
る
子
育
て
環
境

の
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

心強いきめ細かい相談体制

高
たか

橋
はし

 寛
ひろ

子
こ

さん
錦町２丁目・28歳

声期待の

２

主な事業とその予算

◇小規模保育園の管理運営……………3億4,600万円
　→�新たに開園する３園（うち１園は認可外保育園から

の移行）を含む、計11園分の管理運営に要する費用

◇民間認可保育園の管理運営……………8億500万円
　→計８園分の管理運営に要する費用

◇保育・子育てコンシェルジュの配置………234万円
　→�保育園等の利用に関する相談や子育て支援事業に関

する情報提供を行うため、コンシェルジュを１人配
置。保護者からの相談にきめ細やかに対応します

◇教育センター機能の充実……………………811万円
　→�外国人児童生徒への日本語指導や教職員研修を充実

させるため、場所を福祉・児童センターから中央小学
校へ移転するほか、新たに主任指導員を配置します

◇外国語教育等推進事業……………………2,510万円
　→�再来年度から完全実施となる小学校の外国語教科化

に伴い、外国語活動の授業時間の増加に対応するた
め、外国語指導助手（ALT）を５人から７人に増員

◇35人程度学級の実施………………………2,736万円
　→�引き続き、小学校全学年において35人程度学級を実

施し、一人ひとりに行き届いた教育を目指します

◇小学校トイレの改修………………………3,600万円
　→30年度は北小学校と塚越小学校を改修します

３園の小規模保育園を増設

２
１

３

４
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み
ん
な
に
あ
た
た
か
く

　
　
　 

健
康
に
生
活
で
き
る
ま
ち

３主な事業とその予算

◇健康長寿蕨市モデル事業………………445万円
　→�これまでの「ウォーキングと筋力アップ」を中心

とした健康プロジェクトを発展させつつ、県の
健康マイレージ事業と連携し、取り組みを推進
します（参加者の募集は14㌻をご参照ください）

◇総合健康診査事業……………………6,808万円
　→�総合健康診査の胃部検査ではレントゲン検査の

ほか、内視鏡検査も一部対応可能になります

◇がん検診等委託料…………………1億481万円
　→�胃・肺・子宮・乳・大腸の各がん検診に関する

委託料。30年度は乳がん検診の日数などを拡充

◇自殺対策計画の策定……………………256万円 
　→蕨市自殺対策計画を策定します

◇特別養護老人ホームの増設……………340万円
　→�４か所目の施設の整備に向け、用地確保の協力

者に固定資産税及び都市計画税相当額を交付

◇介護保険特別会計への繰出金……7億7,714万円
　→�特別会計（総額51億2,800万円）への繰出金。保険

給付のほか、地域包括ケアシステムの構築に向
け、在宅医療と介護の連携の中心となる拠点の
運営や認知症初期集中支援チームを設置します

◇国民健康保険特別会計への繰出金……………
　……………………………………11億5,400万円
　→�特別会計（総額74億7,600万円）への繰出金。広域

化への対応として、30年度は国保税を据え置く
ことを決定。また、保険給付のほか、蕨市デー
タヘルス計画に基づき、保健事業を拡充します

主な事業とその予算

◇蕨駅ホームドアの整備………………………………740万円
　→�30年度から２か年にわたり設置工事が行われるため、県と

ともにＪＲ東日本に対する補助を行います（早期設置を求
める取り組みにより、設置が１年前倒しとなりました）

◇橋りょう改修工事の設計……………………………2,990万円
　→�28年度に実施した点検の結果を踏まえ、塚越陸橋など６橋

分の補修等工事の設計を実施します

◇公共下水道事業特別会計への繰出金…………5億8,689万円
　→�特別会計（総額16億9,000万円）への繰出金。施設管理や管

路築造のほか、老朽化対策として、下水道管路の長寿命化
工事の設計に1,320万円を計上しました

◇錦町土地区画整理事業特別会計への繰出金…8億9,499万円
　→特別会計（総額14億7,500万円）への繰出金

◇飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費補助金……40万円
　→�飼い主のいない猫に不妊・去勢の手術を受けさせた人に、

１頭につき、5,000円を補助する制度を新設します

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る｢

健
康
長
寿
蕨
市
モ
デ
ル
事
業
」

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
を
推
進（
塚
越
陸
橋
）

快適で過ごしやすく
　　環境にやさしいまち

５

来年２月開設（予定）
市内４か所目の特別養護老人ホーム〈 〉
　▶外観イメージ
▼整備が進む現地

　

28
年
度
か
ら
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、
毎

日
１
万
歩
以
上
楽
し
み
な

が
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
最

近
は
膝
の
調
子
が
よ
く
、

気
持
ち
も
軽
や
か
で
す
。

参
加
方
法
が
増
え
、
ポ
イ

ン
ト
も
貯
ま
る
新
事
業
で

健
康
づ
く
り
の
輪
が
更
に

広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

楽しみながら歩いて健康に

加
か

藤
とう

 敏
とし

子
こ

さん
北町５丁目・68歳

声期待の

　

老
朽
化
す
る
社
会
イ
ン

フ
ラ
へ
の
対
応
は
日
本
全

体
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

日
頃
は
意
識
せ
ず
使
っ
て

い
る
道
路
や
橋
、
上
下
水

道
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
な
の
で
、
財
政
状
況

を
踏
ま
え
、
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
計
画
的
に
対
策

を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

インフラの計画的な対策を

政
まさ

近
ちか

 明
あきら

さん
塚越４丁目・46歳

声期待の

社会福祉法人が
運営。個室40床、
多床室50床、シ
ョートステイ10
床。ところ＝中
央7-37付近
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7　広報WARABI ※４㌻～７㌻に掲載している ｢主な事業とその予算｣ の金額は１万円未満を切り捨てにしています

４

主な事業とその予算

◇アクティブシニア社会参加支援事業…………………300万円
　→�引き続き、元気なシニア世代の皆さんが市民活動やボラン

ティアなどに参加するきっかけづくりに向けて、見本市（６
月16日）や体験会などのイベントを開催します

◇協働提案事業の実施……………………………………30万円
　→防災の知識について学ぶ「わらび防災大学校」を開催します

◇青少年海外派遣事業……………………………………50万円
　→�蕨・独リンデン市民交流協会が行っているドイツ・リンデン

市への青少年の訪問費用の一部を助成します

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
社
会
参
加
支
援
事

業
・
見
本
市
の
参
加
団
体
へ
の
説
明
会

一人ひとりの心でつなぐ
　　　　笑顔あふれるまち

６

に
ぎ
わ
い
と
活
力
、市
民
文
化
と

　 
歴
史
が
と
け
あ
う
元
気
な
ま
ち

主な事業とその予算

◇蕨駅西口市街地再開発事業の推進……
　………………………………9,180万円
　→�蕨駅西口地区市街地再開発準備組合が

実施する事業計画の作成に対して補助
金を交付し、事業の推進を支援します

◇中心市街地活性化基本計画の推進……
　…………………………………338万円
　→�中心市街地整備推進機構の蕨市にぎわ

いまちづくり連合会への補助等。関係
機関と連携し、計画を推進します

◇蕨ブランド認定品の情報発信…………
　……………………………………93万円
　→�イベントへの出展やパンフレットの配

布により、蕨ブランドをＰＲします

◇中央公民館と西公民館へのエレベーター
　設置の調査・設計……………1,918万円
　→設置にかかる調査を行い、設計を実施

◇音楽によるまちづくり………321万円
　→�メイン事業でもある市民音楽祭をまち

の活性化につながるイベントとして更
に発展させて、「わら音」を推進します

　

定
年
後
を
見
据
え
、
蕨

市
や
県
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
の
事
業
に
参
加
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流

が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
の
一
歩
は
踏
み
出

し
に
く
い
の
で
支
援
に
よ

り
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
環

境
を
整
え
る
の
は
い
い
取

り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。

支援で広がる地域への一歩

幸
こう

野
の

 哲
てつ

也
や

さん
南町２丁目・58歳

声期待の

　

蕨
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
ウ
イ
ン
ズ
の
一
員
と
し

て
昨
年
の
市
民
音
楽
祭
に

出
演
し
ま
し
た
。
催
し
に

は
老
若
男
女
が
参
加
し
、

皆
さ
ん
楽
し
そ
う
に
演
奏

し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
通
じ
て
、
蕨
が
更
に
活

気
づ
く
と
う
れ
し
い
で
す
。

音楽で蕨の更なる活性化を

田
た

尻
じり

 杏
あん

奈
な

さん
中央７丁目・23歳

声期待の

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
蕨
駅
西
口
再
開
発
事
業

わらびりんごや
双子織など、地
域資源を生かし
た蕨ブランドの
取り組みを推進

２日間にわたり13会場・18ステージで開催し、大盛況となった昨年の市民音
楽祭。まちの活性化につながるイベントとして、30年度も実施します
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一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　務　費

◇

通
話
録
音
装
置
貸
与
事
業

５
５
０

拡

広
報
紙
発
行
事
業（『
広
報
蕨
』を
カ
ラ
ー
化
）
１
４
、４
４
４

◎
☆
土
地
購
入
費（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）
２
１
９
、５
１
１

新

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」将
来
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
実
現
計
画
の
策
定

６
、２
８
１

新

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
費
補
助
金

７
、４
０
０

新

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
準
備

４
９
２

新
◇

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
事
業

１
３
、４
７
９

拡
◎
☆
収
納
対
策（
臨
時
職
員
の
配
置
等
）

５
、３
８
９

民　生　費
拡

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

１
４
、５
２
２

◎
◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

３
、４
０
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、１
５
４
、０
０
６

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

７
７
７
、１
４
２

療
養
給
付
費
負
担
金

５
２
５
、７
５
８

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
６
３
、１
５
９

◇

錦
町
児
童
館
耐
震
補
強
工
事

４
７
、８
０
０

◎
☆
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
管
理
運
営

１
２
３
、５
０
４

新
◇

保
育
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置

２
、３
４
９

◎
◇
☆
民
間
保
育
園
管
理
運
営

８
０
５
、０
０
０

拡
◇

地
域
型
保
育
給
付
費

３
４
６
、０
０
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
２
、１
４
３

衛 生 費
新

自
殺
対
策
計
画
の
策
定

２
、５
６
４

拡
◎
◇
☆
健
康
長
寿
事
業

４
、４
５
９

拡
◎
◇
が
ん
検
診
等
委
託
料

１
０
４
、８
１
５

新

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助
金

４
０
０

拡
◇
総
合
健
康
診
査
事
業（
胃
部
内
視
鏡
検
査
を
一
部
対
応
可
能
に
）

６
８
、０
８
６

労
働
費

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
改
修
工
事
調
査
・
設
計
委
託
料

４
、６
８
０

商 工 費
◎
◇
☆
「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
情
報
発
信

９
３
３

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

３
、５
２
８

拡

観
光
協
会
補
助
金

２
、２
５
０

◎
◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

３
、３
８
１

土　木　費

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
２
、０
０
０

橋
り
ょ
う
改
修
工
事
設
計
委
託
料

２
９
、９
０
５

水
路
改
修
工
事
設
計
委
託
料

４
、１
０
４

新
◎
◇
☆
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金

９
１
、８
０
０

◎
◇
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
８
、２
３
８

◎
◇
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
９
４
、９
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
５
８
６
、８
９
２

桜
並
木
剪
定
委
託
料

１
、９
４
４

◇

市
営
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

９
、１
４
６

消　防　費
新
◇

街
な
か
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

１
、０
７
０

◇

消
防
署
塚
越
分
署
整
備
事
業

３
８
、８
９
０

◎
◇
災
害
対
策
用
備
品

８
、３
７
６

新
◇

緊
急
連
絡
・
安
否
確
認
体
制
の
構
築

７
９
８

◇

災
害
図
上
訓
練
等
委
託
料（
協
働
提
案
事
業
）

３
０
３

◇

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事

５
、０
１
０

教　育　費

道
徳
教
育
抜
本
的
改
善
・
充
実
支
援
事
業

１
、０
２
０

拡

外
国
語
教
育
等
推
進
事
業（
外
国
語
指
導
助
手
の
増
員
）

２
５
、１
０
１

拡
◎

教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

８
、１
１
５

◎

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

７
２
、９
０
０

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

７
、５
７
０

◎
◇
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

３
、２
１
０

公
民
館
改
修
工
事
調
査
・
設
計
委
託
料

１
４
、５
０
４

公
民
館
改
修
工
事

８
、１
０
０

◇

図
書
館
耐
震
補
強
工
事

２
５
、９
０
０

拡

歴
史
民
俗
資
料
館
・
分
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

１
３
８

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
設
計
委
託
料

３
、０
２
４

○
主
な
事
業
の
う
ち
、「
新
」は
新
規
事
業
、「
拡
」は
拡
充
事
業
、「
◎
」

は
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目
、「
◇
」
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
項
目
、「
☆
」
は
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
蕨
」
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
プ
ラ
ン
項
目　

 　
　

単
位
＝
千
円

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 伸び率
市 税 11,270,000 11,050,000 220,000 2.0
地 方 譲 与 税 100,000 100,000 0 0.0
利子割交付金 15,000 15,000 0 0.0
配当割交付金 30,000 40,000 △ 10,000 △ 25.0
株 式 等 譲 渡
所得割交付金 40,000 40,000 0 0.0

地 方 消 費 税
交 付 金 1,180,000 1,070,000 110,000 10.3

自動車取得税
交 付 金 30,000 30,000 0 0.0

地 方 特 例
交 付 金 45,000 45,000 0 0.0

地 方 交 付 税 1,290,000 1,390,000 △ 100,000 △7.2
交通安全対策
特 別 交 付 金 8,000 8,000 0 0.0

分 担 金 及 び
負 担 金 305,886 302,990 2,896 1.0

使 用 料 及 び
手 数 料 296,838 282,383 14,455 5.1

国 庫 支 出 金 4,273,192 4,157,667 115,525 2.8
県 支 出 金 1,270,961 1,231,082 39,879 3.2
財 産 収 入 109,908 106,746 3,162 3.0
寄 附 金 16,000 20,500 △ 4,500 △ 22.0
繰 入 金 778,260 1,217,757 △ 439,497 △36.1
繰 越 金 150,000 150,000 0 0.0
諸 収 入 774,555 866,375 △ 91,820 △ 10.6
市 債 1,116,400 1,566,500 △ 450,100 △ 28.7
合 　 　 計 23,100,000 23,690,000 △ 590,000 △ 2.5

一般会計（歳入）

（歳入の概要）
　歳入の約49％を占める市税は、個人市民税の増な
どにより、前年度比２億2,000万円増の112億7,000万
円を見込んでいます。続いて、国庫支出金、地方交
付税の順となっています。

（主な用語）
市　　　税：�市民税・固定資産税など、皆さんに納めてい

ただいているお金　
国庫支出金：�特定の事業を促進する目的で使いみちを指定

し、国から交付されるお金
地方交付税：�地方公共団体間の財政の不均衡を是正するた

め、国から交付されるお金
県 支 出 金：�特定の事業を促進する目的で使いみちを指定

し、県から交付されるお金

平成30年度

一般会計予算 231億円
　ここ８、９㌻では、市民の皆さんの生活に関
係の深い一般会計の歳入・歳出の構成比などに
ついて紹介します。30年度の一般会計は前年度
比2.5％減の231億円となり、６つの特別会計と
病院・水道の企業会計を合わせた蕨市全体の予
算総額は約444億3,670万円となりました。市　税

48.8％

繰入金　　　　　　3.4％

諸収入　　　　　　3.4％

分担金及び負担金　1.3％

使用料及び手数料　1.3％

その他　　　　　　2.3％

歳入合計
231億円

国庫支出金
18.5％

県支出金 
5.5％

地方交付税
5.6％

地方消費税交付金
5.1％

市債
4.8％ 11.7％

単位＝千円、％
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一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

総　務　費

◇

通
話
録
音
装
置
貸
与
事
業

５
５
０

拡

広
報
紙
発
行
事
業（『
広
報
蕨
』を
カ
ラ
ー
化
）
１
４
、４
４
４

◎
☆
土
地
購
入
費（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）
２
１
９
、５
１
１

新

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」将
来
ビ
ジ
ョ
ン
後
期
実
現
計
画
の
策
定

６
、２
８
１

新

蕨
駅
ホ
ー
ム
ド
ア
整
備
費
補
助
金

７
、４
０
０

新

市
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
準
備

４
９
２

新
◇

新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
策
定
事
業

１
３
、４
７
９

拡
◎
☆
収
納
対
策（
臨
時
職
員
の
配
置
等
）

５
、３
８
９

民　生　費
拡

民
生
・
児
童
委
員
協
議
会
補
助
金

１
４
、５
２
２

◎
◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

３
、４
０
０

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、１
５
４
、０
０
６

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

７
７
７
、１
４
２

療
養
給
付
費
負
担
金

５
２
５
、７
５
８

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金
１
６
３
、１
５
９

◇

錦
町
児
童
館
耐
震
補
強
工
事

４
７
、８
０
０

◎
☆
留
守
家
庭
児
童
指
導
室
管
理
運
営

１
２
３
、５
０
４

新
◇

保
育
・
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
配
置

２
、３
４
９

◎
◇
☆
民
間
保
育
園
管
理
運
営

８
０
５
、０
０
０

拡
◇

地
域
型
保
育
給
付
費

３
４
６
、０
０
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
２
、１
４
３

衛 生 費
新

自
殺
対
策
計
画
の
策
定

２
、５
６
４

拡
◎
◇
☆
健
康
長
寿
事
業

４
、４
５
９

拡
◎
◇
が
ん
検
診
等
委
託
料

１
０
４
、８
１
５

新

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
補
助
金

４
０
０

拡
◇
総
合
健
康
診
査
事
業（
胃
部
内
視
鏡
検
査
を
一
部
対
応
可
能
に
）

６
８
、０
８
６

労
働
費

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
改
修
工
事
調
査
・
設
計
委
託
料

４
、６
８
０

商 工 費
◎
◇
☆
「
蕨
ブ
ラ
ン
ド
」
認
定
品
の
情
報
発
信

９
３
３

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

３
、５
２
８

拡

観
光
協
会
補
助
金

２
、２
５
０

◎
◇
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

３
、３
８
１

土　木　費

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
２
、０
０
０

橋
り
ょ
う
改
修
工
事
設
計
委
託
料

２
９
、９
０
５

水
路
改
修
工
事
設
計
委
託
料

４
、１
０
４

新
◎
◇
☆
駅
西
口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
補
助
金

９
１
、８
０
０

◎
◇
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

５
８
、２
３
８

◎
◇
錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

８
９
４
、９
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
５
８
６
、８
９
２

桜
並
木
剪
定
委
託
料

１
、９
４
４

◇

市
営
住
宅
耐
震
診
断
委
託
料

９
、１
４
６

消　防　費
新
◇

街
な
か
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

１
、０
７
０

◇

消
防
署
塚
越
分
署
整
備
事
業

３
８
、８
９
０

◎
◇
災
害
対
策
用
備
品

８
、３
７
６

新
◇

緊
急
連
絡
・
安
否
確
認
体
制
の
構
築

７
９
８

◇

災
害
図
上
訓
練
等
委
託
料（
協
働
提
案
事
業
）

３
０
３

◇

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
更
新
工
事

５
、０
１
０

教　育　費

道
徳
教
育
抜
本
的
改
善
・
充
実
支
援
事
業

１
、０
２
０

拡

外
国
語
教
育
等
推
進
事
業（
外
国
語
指
導
助
手
の
増
員
）

２
５
、１
０
１

拡
◎

教
育
セ
ン
タ
ー
機
能
の
充
実

８
、１
１
５

◎

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

７
２
、９
０
０

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

７
、５
７
０

◎
◇
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

３
、２
１
０

公
民
館
改
修
工
事
調
査
・
設
計
委
託
料

１
４
、５
０
４

公
民
館
改
修
工
事

８
、１
０
０

◇

図
書
館
耐
震
補
強
工
事

２
５
、９
０
０

拡

歴
史
民
俗
資
料
館
・
分
館
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置

１
３
８

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
設
計
委
託
料

３
、０
２
４

科　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 伸び率

議　会　費 248,273 247,816 457 0.2

総 　 務 　 費 2,440,650 2,580,503 △ 139,853 △ 5.4

民 　 生 　 費 11,718,554 11,636,977 81,577 0.7

衛 　 生 　 費 2,067,975 2,059,680 8,295 0.4

労 　 働 　 費 31,583 67,155 △ 35,572 △ 53.0

農林水産業費 7,983 7,605 378 5.0

商 　 工 　 費 220,703 249,327 △ 28,624 △ 11.5

土 　 木 　 費 2,196,452 2,214,169 △ 17,717 △ 0.8

消 　 防 　 費 807,183 766,153 41,030 5.4

教 　 育 　 費 1,968,673 2,530,070 △ 561,397 △ 22.2

公 　 債 　 費 1,297,328 1,248,565 48,763 3.9

諸 支 出 金 64,643 51,980 12,663 24.4

予 　 備 　 費 30,000 30,000 0 0.0

合         　計 23,100,000 23,690,000 △ 590,000 △ 2.5

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率
国 民 健 康 保 険 7,476,000 9,073,000 △ 17.6
公 共 下 水 道 事 業 1,690,000 1,632,000 3.6
錦町土地区画整理事業 1,475,000 1,474,000 0.1
介 護 保 険 5,128,000 4,884,000 5.0
後 期 高 齢 者 医 療 895,000 829,000 8.0
公共用地先行取得事業 47,000 70,000 △ 32.9
合 計 16,711,000 17,962,000 △ 7.0

会　計　名 予算科目 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
病院事業会計 収益的支出 3,302,787 3,264,340 1.2
水道事業会計 収益的支出 1,322,922 1,307,619 1.2
合 計 4,625,709 4,571,959 1.2

会　計　名 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
一 般 会 計 23,100,000 23,690,000 △ 2.5
特 別 会 計 16,711,000 17,962,000 △ 7.0
企 業 会 計 4,625,709 4,571,959 1.2 
合　　　　　計 44,436,709 46,223,959 △ 3.9

一般会計（歳出）

企業会計

蕨市全体の予算総額　約444億3,670万円

特別会計

（歳出の概要）
　歳出の約51％を占める民生費は、民間認可保育園
や小規模保育園の運営にかかる子育て関連予算の増
額などにより、8,157万7千円増となっています。続
いて、総務費、土木費の順となっています｡

（主な用語）
民生費：児童、高齢者、障害者福祉などに要する費用　　
総務費：�人事､ 戸籍､ 情報管理､ 庁舎管理、防犯、交通安

全などに要する費用
土木費：道路、公園、市営住宅などに要する費用
衛生費：健康増進・予防、環境、ごみ処理などに要する費用
教育費：学校教育､ 公民館､ 生涯学習などに要する費用
公債費：借入金や利子の支払いに要する費用
消防費：消防、救急、災害対策などに要する費用

民生費
50.7％

議会費　　　　1.1％

商工費　　　　1.0％

その他　　　　0.5％

歳出合計
231億円

総務費
10.6％

土木費
9.5％

衛生費
9.0％

教育費
8.5％

公債費
5.6％

消防費
3.5％

2.6％

使いみちは
民生費157,136円　総務費 32,727円
土木費 29,453円　衛生費 27,730円
教育費 26,398円　公債費 17,396円
消防費 10,824円　その他  8,087円

単位＝千円、％

市民１人当たりの予算は

 309,751円
※30.1.1の人口（74,576人）で算出

➡
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広報WARABI　10

年
の
夏
か
ら
改
修
を
行
っ
て

き
た
錦
町
ス
ポ
ー
ツ
広
場
。

２
月
に
工
事
が
完
了
し
、
色
鮮
や
か

な
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

整
備
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
人
工
芝
化
で
す
。
ク
ッ

シ
ョ
ン
性
に
優
れ
、
高
い
耐
久
性
を

持
つ
人
工
芝
を
採
用
。
天
候
に
も
左

右
さ
れ
ず
に
利
用
で
き
ま
す
。
２
点

目
は
照
明
灯
の
設
置
で
す
。
改
修
前

は
、
日
没
ま
で
だ
っ
た
使
用
時
間
は

午
後
９
時
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。
３

点
目
と
し
て
観
戦
や
休
憩
の
た
め
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
先
月
に
は

一
般
利
用
を
再
開
し
た
錦
町
ス
ポ
ー

ツ
広
場
。
地
域
の
皆
さ
ん
や
気
の
合

う
仲
間
と
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

錦町スポーツ広場
　リニューアルオープン！

▲�ロングパイルという浦和レッズの練習場で
使用されている素材と同等の人工芝を採用

▲�照明灯を８基設置し、夜９時までプレー可
能に。平日もフットサルなどを楽しめます

▲�敷地内に観戦スペースを確保。ベンチを設
けたほか、ネットやトイレもリニューアル

　スポーツ振興と活気ある元気なまちづくりに向けて、
人工芝化などの改修を進めてきた錦町スポーツ広場。こ
の度、整備が完了し、先月から一般利用を再開しました。
ここ10、11㌻では装い新たになった同施設を紹介します。

▲リニューアルした錦町スポーツ広場で元気いっぱいにピッチ
を駆け回る蕨北町サッカーと蕨塚越サッカースポーツ少年団

Point
1

Point
2

Point
3

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
ス
ポ
ー

ツ
課（
☎
433
・
７
７
３
０
）

昨

錦町スポーツ広場の概要
ところ＝錦町２－６
面積＝約4,685平方㍍
開設＝昭和60年８月
主な整備＝グラウンドの人工芝
化、夜間照明灯の新設など
用途＝少年サッカー、フットサ
ル、グラウンドゴルフなど

錦町
スポーツ広場

錦町１丁目
錦町２丁目

錦町３丁目

富
士
見
公
園
通
り

中山道本町通り

富士見公園
イトーヨーカドー
●

テニスコー
ト

錦町
スポーツ広場

国道
17号

●
市役所

●
さつき保育園

至さいたま

至戸田
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11　広報WARABI 錦町スポーツ広場はスポーツ振興くじ（toto・ＢＩＧ）助成金の交付を受けてリニューアル工事を実施しました

　土のグラウンドと違
って、転んでも痛くな
いので思い切りプレー
できました。もっとこ
こで練習して、大きく
なったらプロのサッカ
ー選手になりたいです。

　息子と野球イベント
に参加しました。これ
からも小さい子からお
年寄りまで地域の皆さ
んがスポーツを楽しめ
るような催しが開かれ
るとうれしいですね。

鈴
すず

木
き

 昊
こう

汰
た

さん
北町３丁目・８歳

前
まえ

田
だ

 敦
あつし

さん
錦町１丁目・42歳

午前９時～午後９時

― 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
開
催
！ 

―

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

交
流
大
会

親
子
で
体
験
！

野
球
イ
ベ
ン
ト

浦
和
レ
ッ
ズ

サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

第
一
弾
は
群
馬
県
片か

た

品し
な

村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会
の
皆
さ
ん
を
お
招
き

し
て
の
「
蕨
市
・
片
品
村

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流

大
会
」。暖
か
な
日
ざ
し
の

下
、
ホ
ー
ル
を
回
っ
た
皆

さ
ん
は
爽
や
か
な
汗
を
流

し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

　

埼
玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

の
協
力
に
よ
り
「
親
子
で

体
験
！
野
球
イ
ベ
ン
ト
」

を
第
二
弾
と
し
て
開
催
。

元
プ
ロ
野
球
選
手
を
コ
ー

チ
に
迎
え
、
子
ど
も
た
ち

は
人
工
芝
の
感
触
を
楽
し

み
な
が
ら
元
気
よ
く
ボ
ー

ル
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　

第
三
弾
は
「
浦
和
レ
ッ

ズ
ハ
ー
ト
フ
ル
ク
ラ
ブ
に

よ
る
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
」。あ
い
に
く
の
天
候
で

し
た
が
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
皆
さ
ん
は
浦
和
レ
ッ

ズ
の
コ
ー
チ
か
ら
水
を
含

ん
だ
人
工
芝
で
の
ボ
ー
ル

の
扱
い
方
も
学
び
ま
し
た
。

２月
24日

３月
４日

３月
2１日

ここからプロ選手に

スポーツを通じ交流

　施設の予約は、インターネット
を用いた公共スポーツ予約システ
ムで受け付けます。ご利用には、
事前に団体登録を行う必要があり
ます。所定の申込書に必要事項を
記入し、市内団体として登録する
場合は代表者及び構成員の半数以

上の身分証の写しを合わせて生涯
学習スポーツ課（☎433・7730）に提
出してください。
なお、市内団体
は利用月の２か
月前に抽選申し
込みできます。 ▲24時間、365日受付

錦町スポーツ広場の予約方法 使用時間

使用料
全　面 半　面

グラウンド 4,000円 2,000円

夜 間 照 明 3,000円 1,500円

※�いずれも１時間の使用料。 市外居住者（ 市内在
学在勤者を除く）は２倍の額となります

※貸し出しは２時間単位
※半面でフットサルコート１面分となります



広報WARABI　12→時から５時までを予定しています　面会を希望するかたは秘書広報課（緯433・7701）までお問い合わせください

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・
７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
オ
カ
リ
ー
ナ
わ
ら
び
（
オ
カ
リ

ナ
）　
月
４
回
火
曜
日　

午
前
９
時

く
る
る　
月
１
０
０
０
円
≪
青
儀
・

緯
080
・
５
４
０
４
・
５
２
１
２
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー　

土
・
日
曜

日
・
祝
日　

北
小　

月
１
５
０
０

～
２
０
０
０
円
（
未
就
学
児
は
年

間
１
０
０
０
円
）
年
中
～
小
学
生

活
動
時
間
要
確
認
≪
小
泉
・
緯
090
・

４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
蕨
塚
越
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

東

小
か
塚
越
小　

月
２
５
０
０
円　

年
中
～
小
学
生
≪
武
藤
・
緯
080
・

５
０
６
３
・
６
２
２
２
≫

▼
和
楽
備
ス
ト
レ
ッ
チ
・
脳
ト
レ

＆
ラ
ジ
オ
体
操
絆
の
会　

月
・
水
・

金
曜
日　

午
前
６
時
15
分　

城
址

公
園
≪
平
田
・
緯
080
・
４
１
７
９
・

６
９
０
７
≫

▼
リ
ズ
ム
コ
ス
モ
ス
（
レ
ク
ダ
ン

ス
・
健
康
体
操
）　
水
曜
日　
午
後
１

時
半　
下
蕨
公
民
館　
月
２
０
０
０

円
≪
萱
田
・
緯
431
・
７
４
０
５
≫

▼
コ
ー
ロ
・
ダ
ー
マ（
女
声
合
唱
）

水
曜
日　

午
前
10
時　

中
央
公
民

館　

月
５
０
０
０
円
≪
町
田
・
緯

441
・
０
３
２
１
≫

▼
ビ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
（
英
語
サ

ー
ク
ル
）　
月
３
回
火
曜
日　

午
後

４
時
半　
旭
町
公
民
館　
月
３
０
０

０
円　

小
学
２
・
３
年
生
≪
豊
崎
・

緯
090
・
４
５
９
８
・
３
１
７
２
≫

リポート　そこが知りたい

昨年は延べ518人が来場

〈130〉

を
平
成
20
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
。
今
年
は
14
日
に

西
公
民
館
と
東
公
民
館
、
15

日
に
南
公
民
館
、
21
日
に
北

町
公
民
館
、
22
日
に
中
央
公

民
館
と
、
市
内
の
５
地
区
で

実
施
し
ま
す
（
左
下
囲
み
）。

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

は
、
多
く
の
か
た
に
市
政
に

つ
い
て
関
心
や
親
し
み
を
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
市

長
か
ら
「
平
成
30
年
度
の
施

策
・
予
算
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
蕨
市
の
取
り
組
み
を
説

明
し
ま
す
。
後
半
に
は
意
見

交
換
の
時
間
を
設
け
て
い
て
、

例
年
、
市
の
財
政
や
税
金
に

関
す
る
質
問
か
ら
、
子
育
て

や
公
共
施
設
、
道
路
・
公
園

な
ど
に
つ
い
て
の
要
望
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
率
直
な
ご

意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
声
を

お
聴
き
す
る
こ
と
は
、
誰
も

が
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
市
で
は
、
市
長

が
直
接
各
地
域
に
伺
い
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
膝
を
交
え
な

が
ら
蕨
に
つ
い
て
語
り
合
う

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 蕨

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
語
り
合
う

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

市
長
と
対
話
を
す
る
場

今
年
も
各
地
区
で
実
施

市
政
に
関
し
理
解
深
め

率
直
な
意
見
を
伝
え
る

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声
が

ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
た

事
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
の
が
街
な
か
防
犯
カ
メ

ラ
整
備
事
業
で
す
。
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
の
提
案
や
安
全
安

心
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

を
受
け
、
市
で
は
こ
れ
ま
で

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
は
じ
め
、

全
て
の
防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

す
る
な
ど
防
犯
対
策
に
力
を

入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

昨
年
度
に
は
町
会
や
警
察
と

の
連
携
に
よ
り
、
通
学
路
な

ど
道
路
上
を
中
心
に
市
内
全

域
で
１
４
０
基
の
防
犯
カ
メ

ラ
を
設
置
し
ま
し
た
（
下
囲

み
）。こ
う
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
、
市
内
の
犯
罪
件
数
は

ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
１
以
下

に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

他
に
も
公
共
施
設
の
整
備
や

保
育
園
、
公
衆
衛
生
に
関
す

る
こ
と
な
ど
多
く
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
や
優
先
順
位
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
い
く
た
め
、
ぜ
ひ

会
場
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

声
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
貴
重
な
声
で

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画

室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

皆さんの声で誰もがより安心して暮らせるまちに

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
対
話
し
、
意
見
交
換
す
る
場
の
一
つ
と
し
て
平
成
20
年
度
か
ら

毎
年
開
催
し
て
い
る「
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」。
今
年
は
４
月
14
日
か
ら
22
日
ま
で
、
市
内

５
地
区
で
実
施
し
ま
す
。蕨
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

　これまで3,000基以上ある
防犯灯をＬＥＤ化したほか､
昨年度には町会や警察と連携
し、道路上を中心に市内全域
で140基の防犯カメラを設置
しました。これからも更なる
防犯対策を進めていきます｡

◀
カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て
い
ま
す

ドーム型

ガン型

開 催 日 時 ・ 場 所

託児・手話通訳あり（託児は政策企画室に要事前申し込み）

どなたでも自由に参加できます

４月14日（土）

４月14日（土）

４月15日（日）

４月21日（土）

４月22日（日）

西 公 民 館　

東 公 民 館　

南 公 民 館　

北町公民館　

中央公民館　

午後２時～３時半

午後７時～８時半

午後２時～３時半

午前10時半～正午

午後２時半～４時

テーマ
「平成30年度の施策・
　　　 予算について」
蕨市の取り組みについてお話します！
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▼
楊
名
時（
太
極
拳
）　

土
曜
日　

午
後
２
時
半　

蕨
駅
東
口
駅
前

ラ
・
セ
ー
ヌ
ビ
ル　

月
４
５
０
０

円
≪
浦
島
・
緯
224
・
５
９
１
５
≫

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時　

南
公
民
館　

無
料
≪
山

本
・
緯
432
・
４
５
４
３
≫

▼
ね
こ
の
み
み
（
市
民
交
流
・
談

話
）　
月
１
回　
正
午　
市
内　

５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
北
町
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

１
日
・
８
日
・
15
日
＝
午
後
１
時

27
日
＝
午
後
３
時　

市
民
体
育
館

無
料　

北
小
の
小
学
生
≪
大
矢
・

緯
090
・
９
９
５
２
・
７
６
５
８
≫

▼「
源
氏
物
語
絵
巻・五
島
美
術
館
」

参
加
者
説
明
会　

日
時
等
は
電
話

確
認
≪
日
帰
り
旅
倶
楽
部
・
岩
本
・

緯
090
・
３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
カ
ノ
ン
・
若
葉
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

ィ
ー　

14
日
・
24
日　

午
後
１
時

15
分　

６
０
０
円　

く
る
る
≪
坂

内
・
緯
443
・
８
９
６
８
≫

▼
Ｓ
Ｋ
Ｋ
Ｄ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

５
日
・
12
日
・
26
日　

午
後
１
時

く
る
る　

４
９
９
円
≪
犬
塚
・
緯

080
・
５
１
８
３
・
８
３
４
２
≫

▼
江
戸
あ
る
き「
旧
川
越
街
道『
上

板
橋
宿
』と
渋
沢
栄
一
・
元
蕨
市
長

金
子
𠮷
衛
氏
ゆ
か
り
の
都
立
養
育

院
の
地
へ
」　
７
日
・
12
日　
午
前
９

時　
蕨
駅
改
札
前　
７
０
０
円
≪
富

山・
緯
090・２
７
６
４・１
３
４
２
≫

〔
ご
相
談
く
だ
さ
い
〕

▼
蕨
断
酒
会（
酒
害
相
談
）　

３
日

＝
中
央
公
民
館　

13
日
＝
南
公
民

館　

19
日
＝
旭
町
公
民
館　

午
後

７
時　

語
り
合
い
の
場
≪
高
橋
・

緯
090
・
２
３
０
２
・
８
５
１
０
≫

開幕飾る優雅な演奏会
　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

「
高た

か

木ぎ

亮り
ょ
う　

き
り
え
展
︱

風
の

景
色
︱

」を
今
月
29
日
ま
で
開

い
て
い
ま
す
。
初
日
の
２
月

24
日
に
は
、
ブ
ル
ー
ス
ハ
ー

プ
ハ
ー
モ
ニ
カ
、
ギ
タ
ー
、

ア
ル
パ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
。
来
場
者
２
０
０
人

は
、
美
し
い
音
色
と
叙
情
あ

ふ
れ
る
作
品
の
な
か
で
心
豊

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

健やかな成長願う催し
　

３
月
２
日
、
た
ん
ぽ
ぽ
保

育
園
で
女
の
子
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
桃
の
節
句
を
前

に
「
ひ
な
祭
り
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
先
生
に
よ
る
お

話
や
紙
芝
居
の
ほ
か
、
園
児

た
ち
が
歌
や
自
分
で
作
っ
た

ひ
な
飾
り
を
発
表
。
参
加
し

た
１
１
９
人
は
日
本
の
伝
統

文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
季
節

の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

地域の宝広める接ぎ木
　

地
域
に
わ
ら
び
り
ん
ご
を

広
め
て
い
こ
う
と
、
３
月
６

日
、
西
公
民
館
で
接
ぎ
木
講

習
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講

師
を
務
め
た
の
は
普
及
活
動

を
行
っ
て
い
る
「
わ
ら
び
り

ん
ご
の
会
」の
皆
さ
ん
。台
木

へ
の
接
ぎ
木
に
挑
戦
し
た
参

加
者
10
人
は
、
自
分
た
ち
で

作
っ
た
苗
木
計
20
本
の
生
長

に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

理解深める多文化共生
　

生
涯
学
習
の
振
興
や
地
域

の
交
流
を
目
的
に
、「
生
涯
学

習
活
動
推
進
事
業
」
が
３
月

24
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
地
域
に
住
む
外

国
人
と
の
交
流
を
題
材
に
し

た
講
演
や
在
住
外
国
人
に
よ

る
体
験
談
の
ほ
か
、
二
胡
の

演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪
れ

た
１
７
４
７
人
は
多
文
化
共

生
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

▶

　次代を担う青少年たちが国を越え
て一堂に会し、交流を育む国際青少
年キャンプ。16回目の今回は蕨の姉
妹都市アメリカ・エルドラド群やふ
れあい交流協定を結ぶ群馬県片

かた
品
しな

村
の青少年たちと上尾市のスポーツ総
合センターでキャンプを開催します｡

力作そろう南町文化展
　

３
月
17
日
と
18
日
、
南
公

民
館
で
「
桜
の
ま
ち
南
町
文

化
展
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

蕨
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家

の
絵
画
や
俳
句
、
書
道
と
い

っ
た
作
品
展
示
、
講
演
会
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
こ
の
イ

ベ
ン
ト
。
訪
れ
た
４
１
７
人

は
催
し
を
通
じ
て
芸
術
文
化

へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

キャンプ日程

国 際 青 少 年 キ ャ ン プ

参加者募集

in わらび

７ ８
21
～

１

　７月23日～26日に海外の青少年
とキャンプでスポーツ・文化交流
対象＝おおむね14～17歳の市内在
住者で、事前研修や報告会に参加
できる人　定員＝15人　費用＝5,000
円　選考＝書類・面接　申し込み＝
24日までに申込書を秘書広報課へ
持参。申し込み時に面接日を決定｡
※申込書は学校、公民館､ 図書館、
同課か市ホームページで入手可。

　海外青少年のホームステイに協
力していただける家庭　期間＝７
月21日～８月１日（７月23日～26
日は除く） ※下表参照。

　市の国際交流事業に興味のある
かた、いっしょに活動しませんか｡

青少年

ホストファミリー

国際交流事業実行委員会委員

募集して　 います

７月 21 日
～ 22 日

海外参加者受け入れ・
家庭プログラム

23 日～
26 日

スポーツ総合センターで
キャンプ（上尾市）

27 日～
８月１日

市内巡り・交流会・
家庭プログラム　　　など

問い合わせ＝秘書広報課（☎ 433・7702）
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　市では｢健康長寿蕨市モデル事業｣を４月から開
始します。ウォーキングと中強度の運動を通じて
健康づくりに励むこの事業にぜひ参加しませんか｡ 期間：４月２日～来年３月31日

対象：18歳以上の市内在住在勤者
詳細：保健センター（☎431・5590）

健康長寿蕨市
モデル事業

― ウォーキングで健康づくり ―

参加者募集！ぐんぐん歩いて

どんどん健康に

どちらの方法も特産品が当たる!?【抽選】

康
寿
命
の
延
伸
を
目

的
に
、
わ
ら
び
健
康

ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
左

欄
）
を
拠
点
に
県
の
健
康
長

寿
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
27

年
度
か
ら
３
年
間
に
わ
た
っ

て
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
力
ア

ッ
プ
で
健
康
密
度
も
日
本
一

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
す
。
参

加
者
の
健
康
度
の
向
上
や
医

療
費
抑
制
な
ど
の
成
果
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
県
の
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
事
業
と
連
携
し
て
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
中
強
度
の

運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を

い
っ
そ
う
進
め
よ
う
と
健
康

長
寿
蕨
市
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
同
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
歩
き
方
講
座
な
ど

も
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

健
　健康情報の発信や催しの開催
場所として設置します（予定）

ところ＝埼玉りそな銀行蕨支店（中央3―18―3）
※�来月の開所に向けて準備を進めています。詳細は市

ホームページなどでお確かめください。
問い合わせ＝保健センター（☎431・5590）

わらび健康アップ
ステーション

※詳細は左ＱＲコ
　ードを読み取り､
　ご確認ください｡

貯めたポイントで
抽選に参加しよう！

ス マートフォンで参加する
問 コバトン健康マイレージ事務局（緯 0570・035810）

①「コバトン健康アプリ」をダウンロード
　同アプリをダウンロードしてください。
　対応する機種については、右ＱＲコー
ドを読み取り後に表示される県の「コバ
トン健康マイレージ」公式ホームページ

（https://kobaton-mileage.jp/）にてご確認ください。
歩数ポイントの付与は手続き完了後に行われます。

②ＷＥＢで申し込み
　各自のスマートフォンを用いて、同ホームページに
てお申し込みください。
　申し込み完了後、画面の案内に従い、４週間以内に
県健康マイレージ事務局へ健康保険証のコピーを郵送
してください。

③アプリから歩数データを送信
　スマートフォンを携帯してください。歩数に応じて
ポイントが貯まります。各自でアプリを通じて歩数デ
ータを送信します。

自分にちょうど
いい方法で参加する

歩 数計を使って参加する
問 保健センター（緯 431・5590）

①保健センターへ申し込み
　保健センター、公民館で配布の申込書に必要事項を
記入し、持参、郵送で同センター（北町2―12―15　緯431・
5590）へお申し込みください。
　その後、申込日の１週間後以降に開催される説明会
にお越しください。

②説明会に参加
　保健センターを会場に右表の日
程で説明会を開催します。説明会
では専用の歩数計の使用方法やポ
イント制度について案内します。

③わらび健康アップステーションに来場
　歩数計を携帯していただき、月１回以上、わらび健
康アップステーション（下囲み）にお越しください。歩
数計のデータを取り込むと、ポイントが貯まります。

※�歩数計は後日配付となります。

※�電話でも申し込み可。

※�既に活動量計をお持ちの人は、ご
自身の物でご参加ください。 ※７月以降の日程について

　は市ホームページなどで
　お知らせします。

※写真はイメージ

４月 19 日（木）
24 日（火）午前

10
時
半

５月 22 日（火）

６月 19 日（火）
26 日（火）

いずれの参加方法でも、貯めたポイントで県内の特産品などが賞品の
抽選に応募できます。ぜひ活用して、楽しく健康度を上げましょう。
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千
かず

真
ま
ちゃん

（４歳２か月）

彰
しょう

真
ま
ちゃん

（４歳２か月）

山
やま

本
もと

　文
ぶん

司
じ

さん　
陽
よう

子
こ

さんの
長男・二男　　　
　　錦町５丁目

亜
あ

緒
お

ちゃん
（５歳５か月）

田
た

中
なか

　　裕
ゆたか

さん　
雅
まさ

子
こ

さんの
二男　　　　

　　塚越４丁目

　

 

「
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
で

み
ん
な
か
ら
か
わ
い
が
ら
れ

て
い
る
亜
緒
。
年
中
に
な
っ

て
か
ら
は
、
年
下
の
子
が
泣

い
て
い
る
と
頭
を
な
で
て
慰

め
る
優
し
い
一
面
も
見
る
こ

と
が
で
き
、
成
長
を
感
じ
ら

れ
て
う
れ
し
い
で
す
ね
。
最

近
は
、
兄
の
亜あ

瑠る

と
い
っ
し

ょ
の
チ
ー
ム
に
入
っ
て
ネ
オ

ホ
ッ
ケ
ー
を
プ
レ
ー
し
た
り
、

学
習
塾
に
通
い
始
め
た
り
と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
経

験
を
重
ね
て
、
い
つ
か
は
亜

緒
自
身
が
夢
中
に
な
れ
る
こ

と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
で
す

ね
」と
、母
親
の
雅
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－552－

～ 健康太極拳わかば塚越 ～

紹介します！皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

メッセージ

大
おお

瀧
たき

　信
まこと

 代表

康
太
極
拳
わ
か
ば
塚

越
は
平
成
４
年
に
創

立
し
た
団
体
で
、
現
在
約
20

人
の
会
員
が
い
ま
す
。
活
動

は
毎
週
土
曜
日（
午
後
２
時
）

と
、
上
級
者
向
け
と
し
て
第

２
・
４
水
曜
日（
午
後
６
時
）

に
東
公
民
館
で
「
健
康
で
長

く
続
け
る
こ
と
」
を
信
条
に

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

太
極
拳
は
ゆ
っ
く
り
と
柔

ら
か
く
全
身
を
動
か
す
た
め
、

老
若
男
女
誰
で
も
で
き
て
健

康
維
持
に
効
果
が
あ
る
の
が

特
徴
で
す
。
会
員
の
中
に
は

指
導
員
の
資
格
を
持
っ
た
講

師
が
い
る
た
め
、
初
心
者
で

も
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
、
上
達
し
て
い
け
ば
段

位
検
定
に
挑
戦
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ま
た
、
会
と
し

て
県
の
武
術
太
極
拳
交
流
大

会
で
賞
を
も
ら
っ
た
こ
と
も

あ
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
他
、

市
の
大
会
や
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で
も
日
頃

の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
ど
う
し
の
仲
が
良
く
、

練
習
の
合
間
に
は
会
話
が
は

ず
み
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

い
る
の
で
仲
間
作
り
に
も
も

っ
て
こ
い
で
す
。
６
月
に
開

催
さ
れ
る
市
民
活
動
見
本
市

に
出
展
し
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
か
た
は
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
太
極

拳
を
楽
し
み
な
が
ら
心
も
体

も
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

健

音楽に合わせて型を練習する皆
さん

剣や扇を使ったさまざまな型も練習してます。興味
のあるかたは大瀧（☎445・6964）までご連絡ください｡

囲
の
人
が
心
肺
停
止

に
な
っ
た
と
き
、
生

存
率
を
高
め
る
の
に
重
要
な

の
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
な

ど
の
応
急
手
当
で
す
。
市
で

は
今
年
度
、
街
な
か
Ａ
Ｅ
Ｄ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
実
施

し
、
24
時
間
使
用
で
き
る
よ

う
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
に
機
器
を
設
置
し
ま
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
電
源
を
入
れ
る

と
音
声
で
使
用
方
法
が
案
内

さ
れ
る
の
で
安
心
し
て
扱
え

ま
す
が
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
初
め
て
だ
と
戸
惑
っ
て
し

ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
落

ち
着
い
て
使
用
で
き
る
よ
う

に
普
通
救
命
講
習
会
（
左
上

囲
み
）
に
参
加
し
、
心
構
え

を
持
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

周問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部

総
務
課（
緯
441･

０
１
７
３
）

　今年度から街なかＡＥＤステーション事
業を実施し、より身近になるＡＥＤ。いざ
というときに落ち着いて使用することがで
きるよう、救命講習会に参加しましょう。

あなたの勇気と行動で
救える命があります（自動体外式除細動器）

AED

救
命
講
習
会
の
様
子

※市民活動団体にＡＥＤの貸し出しも行っています

普通救命講習会
とき＝�11日・25日・５月９日・23日・６月10日・

23日　いずれも午前９時
ところ＝消防本部３階
対象＝中学生以上の市内在住在勤在学者
内容＝ＡＥＤの使用法、心肺蘇生法など
申し込み＝同本部総務課（緯441･0173）
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っ
て
緑
が
少
な
い
ん
で
す

よ
。
だ
か
ら
こ
そ
一
本
一

本
の
木
を
た
い
せ
つ
に
し
な
い
と

ね
」と
話
す
の
は
、和
田
正
人
さ
ん

（
68
歳
・
南
町
４
丁
目
）。
物
言
わ

ぬ
木
々
と
向
き
合
い
、
病
気
の
サ

イ
ン
を
見
つ
け
て
回
復
に
導
く
樹

木
医
と
し
て
、
街
路
樹
の
診
断
な

ど
こ
れ
ま
で
診
て
き
た
樹
木
は
２

０
０
０
本
以
上
に
上
り
ま
す
。

　

和
田
さ
ん
が
樹
木
医
を
志
し
た

の
は
20
年
以
上
前
の
こ
と
で
す
。

仕
事
の
帰
り
道
、
病
で
弱
り
な
が

ら
も
凜り

ん

と
花
開
い
た
桜
に
魅み

せ
ら

れ
、
一
念
発
起
し
造
園
会
社
に
転

職
。
時
間
を
見
つ
け
て
は
勉
強
を

重
ね
、
樹
木
医
の
資
格
を
取
得
す

る
と
、
行
政
機
関
や
企
業
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
県
内
外
の
街
路
樹

な
ど
多
く
の
木
を
診
て
き
ま
し
た
。

広
報
蕨
　
八
〇
六
号
　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
樹木医　　　　　　　　　　　

和
わ

田
だ

 正
まさ

人
と

 さん

「
蕨

まちと緑に寄り添いたい

　

そ
ん
な
和
田
さ
ん
は
市
内
の
樹

木
と
も
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
、『
中
仙
道
蕨
宿
・
苗
木

市 

藤
ま
つ
り
』（
お
知
ら
せ
版
１

㌻
）
で
公
開
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て

い
る
三
学
院
の
藤
も
そ
の
一
つ
。

「
樹
齢
１
０
０
年
以
上
と
い
わ
れ

る
こ
の
地
域
の
宝
を
守
り
た
い
」

と
、仲
間
の
職
人
と
と
も
に
、傷
口

に
腐
敗
防
止
の
墨
を
塗
布
し
た
り
、

腐
り
か
け
の
枝
を
剪
定
し
た
り
と
、

約
15
年
、
主
治
医
と
し
て
根
気
よ

く
接
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た

か
い
も
あ
り
、
藤
は
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
後
、
全

国
で
も
珍
し
い
健
康
優
良
樹
に
県

内
で
唯
一
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
市
民
活
動
に
取
り
組
む

人
と
人
材
を
求
め
る
人
と
を
結
ぶ

わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
つ
な
が
る
バ
ン
ク
に
登
録

し
、蕨
の
樹
木
の
魅
力
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
伝
え
よ
う
と
企
画

中
で
す
。
６
月
16
日
の
『
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
見
本
市
』
で

は
、桜
を
枯
ら
す
外
来
の
害
虫『
ク

ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
』や
、こ
こ

最
近
拡
大
す
る
そ
の
被
害
に
つ
い

て
緊
急
レ
ポ
ー
ト
を
発
表
し
ま
す
。

　

花
が
薫
り
、
緑
ま
ば
ゆ
く
な
る

こ
の
季
節
。「
樹
を
た
い
せ
つ
に

思
う
人
の
気
持
ち
に
応
え
た
い
」

と
、
意
欲
を
燃
や
す
和
田
さ
ん
。

そ
の
思
い
が
実
る
ま
で
地
域
に
根

ざ
し
た
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

木の声に耳を傾ける和田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

暁
斎
の
娘
・
暁き

ょ
う

翠す
い

が
、「
子
と
ろ

遊
び
」
を
す
る
子
ど
も
た
ち
を
描

い
た
掛
軸
で
す
。
子
と
ろ
遊
び
と

は
、
鬼
ご
っ
こ
の
一
種
で
、
列
の

い
ち
ば
ん
前
の
「
親
」
の
後
ろ
に

「
子
」
が
つ
な
が
り
、「
鬼
」
が

列
の
い
ち
ば
ん
後
ろ
の
子
を
捕
ま

え
よ
う
と
す
る
の
を
「
親
」
が
手

を
広
げ
て
防
ぐ
遊
び
で
す
。実
は
、

こ
の
遊
び
は
、
古
く
平
安
時
代
に

天
台
宗
の
僧
・
恵え

心し
ん

が
考
案
し
た

と
も
言
わ
れ
、
仏
教
と
関
わ
り
の

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

天才絵師の作品

蕨にあり
─ No.23 ─

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日
　　　　毎月26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般500円　中学生～大学生400円
　　　　小学生以下200円
　 　 　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　４月25日(水)まで
　「あそびつくし｣ 展

暁翠筆 「円窓　子とろ遊び」絹本着色

本
作
品
は
現
在
の
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

深
い
遊
び
の
よ
う
で
す
。
小
さ
な

作
品
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
表

情
や
動
き
の
描
き
方
に
、
暁
翠
の

愛
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。




